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●横浜のマッカーサー ●昭和初期のラジオに関する一、二

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八

月
三
〇
日
に
厚
木
飛
行
場
に
降
り
立
っ
た

後
、
直
ち
に
横
浜
に
入
っ
た
。
そ
れ
か
ら
九

月
一
七
日
に
東
京
に
移
る
ま
で
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
横
浜
に
滞
在
す
る
。
な
ぜ
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
横
浜
に
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
、

そ
し
て
横
浜
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
何
を
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
横
浜
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

を
再
現
し
て
み
た
い
。

日
本
の
降
伏
と
占
領

一
九
四
五
年
四
月
、
米
太
平
洋
陸
軍
（
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ

た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
八
月
一
五
日
に

日
本
が
無
条
件
降
伏
す
る
と
、
正
式
に
連
合

国
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
に
任
命

さ
れ
、
日
本
占
領
の
全
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
っ
た
。

マ
ニ
ラ
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
陸
海
軍
の
代

表
、
い
わ
ゆ
る
マ
ニ
ラ
使
節
団
は
、
降
伏
文

書
の
他
に
四
点
に
わ
た
る
要
求
事
項
を
受
け

取
っ
て
帰
国
す
る
。
こ
の
と
き
示
さ
れ
た
第

一
次
進
駐
区
域
に
東
京
は
含
ま
れ
ず
、
多
摩

川
以
南
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。
占
領
軍
の
東

京
進
駐
は
、
少
な
く
と
も
第
一
次
の
段
階
で

は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
占

領
軍
の
拠
点
と
な
る
「
総
司
令
部
区
域
」
に

つ
い
て
も
、
場
所
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
横
浜
に
入

り
、
一
時
と
は
い
え
横
浜
に
総
司
令
部
が

置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
当
時
帝

国
ホ
テ
ル
の
社
長
だ
っ
た
犬
丸
徹
三
に
よ
る

と
、
外
務
省
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ら
の
宿
舎

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
犬
丸
が
横
浜
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
を
推
薦
し
た
の
だ
と

い
う
（『
ホ
テ
ル
と
共
に
七
〇
年
』
展
望
社
、

一
九
六
四
年
）。
米
軍
は
宿
舎
と
司
令
部
は

「
一
区
域
」
に
所
在
す
べ
き
と
指
定
し
て
い

た
た
め
、
必
然
的
に
横
浜
が
「
総
司
令
部
区

域
」
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
犬
丸
の
提
案
が

き
っ
か
け
で
、
横
浜
に
決
定
し
た
わ
け
で
あ

る
。
た
だ
し
、
米
軍
側
は
、
総
司
令
部
の
横

浜
駐
留
を
一
時
的
な
も
の
と
考
え
て
い
た
と

思
わ
れ
、
横
浜
進
駐
直
後
か
ら
東
京
移
転
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
ニ
ラ
会
談
に
よ
り
、
二
八
日
に
厚
木
か

ら
横
浜
へ
の
進
駐
が
決
定
し
て
、
政
府
お
よ

び
神
奈
川
県
は
受
入
準
備
に
追
わ
れ
る
。
政

府
は
八
月
二
二
日
に
横
浜
地
区
占
領
軍
受
入

設
営
委
員
会
を
設
置
、
二
六
日
に
は
外

務
省
外
局
と
し
て
終
戦
連
絡
中
央
事
務

局
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
三
〇
日
に
は

そ
の
出
先
機
関
と
し
て
横
浜
終
戦
連
絡

委
員
会
が
県
庁
内
に
設
け
ら
れ
、
こ
れ

は
九
月
二
二
日
に
終
戦
連
絡
横
浜
事
務

局
に
改
組
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
受
入
準

備
を
命
じ
ら
れ
た
神
奈
川
県
は
、
ま
さ

に
不
眠
不
休
で
準
備
を
進
め
る
。

米
軍
が
要
求
し
て
い
た
の
は
、
最
高

司
令
官
の
た
め
の
「
相
当
ノ
造
作
ト
家

具
」
を
備
え
た
住
宅
、
一
〇
名
程
の

将
官
用
の
「
相
当
ノ
造
作
及
家
具
ヲ

有
シ
最
高
司
令
官
住
宅
ノ
近
隣
ニ
ア
ル

適
当
ナ
ル
住
宅
」、
六
〇
〇
名
の
士
官

の
た
め
の
ホ
テ
ル
ま
た
は
宿
舎
、
そ
し
て

二
三
〇
〇
名
の
兵
員
宿
舎
、
さ
ら
に
司
令
部

用
の
建
物
、
倉
庫
、
一
五
〇
台
の
乗
用
車
、

バ
ス
二
五
台
、
ト
ラ
ッ
ク
五
〇
台
で
あ
っ
た
。

浴
室
・
ト
イ
レ
の
完
備
も
、
当
然
要
求
さ
れ

て
い
た
（
江
藤
淳
『
占
領
史
録
』
第
一
巻
、

講
談
社
、
一
九
八
一
年
）。

空
襲
の
被
害
で
止
ま
っ
て
い
た
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
の
復
旧
が
急
が
れ
、
ま
た
、
提
供

予
定
の
建
物
を
使
用
し
て
い
た
人
々
は
、
一

両
日
の
内
に
退
去
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

退
去
後
に
は
学
生
・
生
徒
を
連
日
三
〇
〇
〇

人
以
上
動
員
し
て
の
清
掃
が
行
わ
れ
た
（『
朝

日
新
聞
』
一
九
四
五
年
八
月
二
八
日
）。
宿

舎
用
の
ベ
ッ
ド
も
関
東
一
円
の
病
院
か
ら
調

達
し
た
が
、
こ
れ
は
占
領
軍
進
駐
後
に
サ
イ

ズ
が
合
わ
ず
ほ
と
ん
ど
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う

（『
神
奈
川
県
警
察
史
』
下
巻
、一
九
七
四
年
）。

一
方
、
厚
木
飛
行
場
で
も
、
滑
走
路
の
整

備
や
宿
舎
用
の
建
物
の
準
備
な
ど
が
急
が
れ

て
い
た
。
そ
ん
な
な
か
、
先
遣
隊
の
到
着
を

翌
日
に
控
え
た
二
五
日
夜
、
進
駐
の
日
程
を

四
八
時
間
延
期
す
る
旨
の
電
報
が
マ
ニ
ラ
か

ら
届
く
。
台
風
の
影
響
に
加
え
、
米
軍
が
日

本
側
の
準
備
不
足
を
考
慮
し
た
か
ら
と
も
い

わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
厚
木
で
も
横
浜
で
も

関
係
者
は
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

横
浜
で
は
、
占
領
軍
に
提
供
す
る
建
物
の

選
定
や
自
動
車
の
準
備
を
終
え
、
二
七
日
に

は
宿
舎
の
割
り
当
て
が
発
表
さ
れ
た
（『
読

売
報
知
』
八
月
二
八
日
）。
最
高
司
令
官
宿

舎
に
は
マ
イ
ヤ
ー
邸
、
将
官
用
に
は
ク
ラ
イ

ヤ
ー
邸
他
、
士
官
宿
舎
に
香
港
上
海
銀
行
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
、
ヘ
ル
ム
ハ
ウ
ス

な
ど
、
そ
し
て
兵
員
宿
舎
と
し
て
生
糸
検
査

所
な
ど
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
総
司
令
部
は
、

税
関
庁
舎
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

二
八
日
、
厚
木
飛
行
場
に
は
テ
ン
チ
大
佐

横
浜
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

宿舎のホテル・ニューグランドを出るマッカーサー
　1945年8月31日　　　　　 　　　 （米国国立公文書館所蔵）

厚木飛行場に着陸したバターン号のタラップでポーズをとるマッ
カーサー　1945年8月30日　　　　　（米国国立公文書館所蔵）
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●横浜のマッカーサー ●横浜のマッカーサー

以
下
占
領
軍
の
先
遣
隊
が
到
着
し
、
こ
こ
で

初
め
て
米
軍
側
は
準
備
状
況
の
報
告
を
受
け

る
。
そ
の
報
告
に
、
先
遣
隊
は
お
お
む
ね
満

足
し
た
。
こ
の
間
も
、
横
浜
・
厚
木
で
の
受

入
準
備
は
夜
を
徹
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。

総
司
令
部
に
予
定
さ
れ
て
い
た
税
関
で
も
、

泊
ま
り
込
み
で
清
掃
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
二
九
日
中
に
、
宿

舎
の
準
備
は
完
了
す
る
。
税
関
の
出
入
り
口

に
は
、「
進
駐
軍
司
令
部
」
の
看
板
が
掲
げ

ら
れ
た
（『
毎
日
新
聞
』
神
奈
川
版
、
八
月

三
〇
日
）

厚
木
到
着

こ
う
し
て
四
八
時
間
延
期
の
お
か
げ
で
準

備
が
よ
う
や
く
整
っ
た
三
〇
日
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
の

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ら
の
到
着
時
間
に
つ
い
て

は
、
諸
説
が
あ
る
。
新
聞
の
報
道
や
証
言
も

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

本
土
進
駐
の
主
力
で
あ
っ
た
米
第
八
軍
の

「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
モ
ノ
グ
ラ
フ
」

に
よ
る
と
、
第
一
一
空
挺
師
団
の
一
番
機
が

着
陸
し
た
の
は
午
前
六
時
、
そ
の
お
よ
そ
六

時
間
後
と
い
う
か
ら
一
二
時
頃
に
第
八
軍
司

令
官
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
中
将
が
到
着
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
到
着
し
た
の
は
、「
正
確
に
一
四
時
一
九

分
」
だ
と
記
し
て
い
る
。
日
本
の
新
聞
報
道

で
は
、
一
四
時
五
分
と
な
っ
て
い
る
（『
朝

日
新
聞
』『
読
売
報
知
』
八
月
三
一
日
）。

さ
て
、
こ
の
間
に
も
第
一
一
空
挺
師
団
の

兵
士
一
二
〇
〇
人
が
厚
木
に
降
り
立
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
師
団
長
ス
ウ
ィ
ン
グ
少
将
か

ら
日
本
側
に
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
宿
舎
は
、

当
面
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
と
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー

は
日
本
政
府
代
表
の
出
迎
え
は
受
け
ず
、
直

ち
に
横
浜
に
向
か
う
旨
も
伝
え
ら
れ
た
。
横

浜
に
向
か
う
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
議

論
が
あ
っ
た
。
米
軍
側
は
厚
木
街
道
を
ま
っ

す
ぐ
横
浜
に
向
か
う
経
路
を
主
張
し
た
が
、

結
局
日
本
側
が
準
備
し
て
い
た
通
り
、
長
後

に
い
っ
た
ん
南
下
し
、
そ
こ
か
ら
東
進
し
て

戸
塚
で
国
道
一
号
線
に
入
る
と
い
う
経
路
に

決
定
し
た
。
一
一
時
に
は
、
先
遣
部
隊
五
〇

人
程
が
横
浜
に
入
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
一
四
時
過
ぎ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

到
着
を
迎
え
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
専
用
機

Ｃ
54
バ
タ
ー
ン
号
が
着
陸
し
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
そ
の
タ
ラ
ッ
プ
で
ポ
ー
ズ
を
と
っ

た
。
第
一
一
空
挺
師
団
の
軍
楽
隊
の
演
奏
が
、

こ
れ
を
出
迎
え
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
た

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
が
歩

み
寄
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
ボ
ブ
、
こ

れ
で
終
わ
っ
た
な
（this�is�the�pay-off

）」

と
声
を
か
け
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
記
者
団

に
囲
ま
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
用
意
し
て

き
た
有
名
な
声
明
を
読
み
上
げ
た
。

冒
頭
、「
メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
東
京
ま
で
は
長
い
道
の
り

だ
っ
た
。
長
い
長
い
そ
し
て

困
難
な
道
程
だ
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
で
万
事
終
わ
っ
た
よ

う
だ
。」
と
述
べ
た
後
、
日

本
軍
の
降
伏
と
武
装
解
除
が

順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に

満
足
し
て
い
る
旨
を
表
明
し

た
（『
朝
日
新
聞
』
八
月
三
一

日
）。
そ
し
て
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
す
ぐ
に
日
本
側
が
用

意
し
た
乗
用
車
リ
ン
カ
ー
ン

に
乗
っ
て
、
横
浜
に
向
か

う
。
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
も

同
乗
し
た
。
こ
の
リ
ン
カ
ー
ン
は
、
陸
軍
大

臣
の
専
用
車
で
、
南
方
で
日
本
軍
が
押
収
し

た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
（
河
原
匡
喜
『
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
が
来
た
日
』
新
人
物
往
来
社
、

一
九
九
五
年
）。

横
浜
進
駐

日
本
の
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

先
導
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
車
列
は
出
発
し

た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
リ
ン
カ
ー
ン
の
前
後

を
米
軍
将
校
ら
の
自
動
車
が
守
り
、
さ
ら
に

日
本
の
憲
兵
や
警
官
が
護
衛
に
つ
い
た
。
一

行
の
総
勢
は
、
乗
用
車
二
五
台
、
ト
ラ
ッ
ク

一
〇
台
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
読
売
報
知
』

八
月
三
一
日
）。
先
頭
を
行
く
消
防
車
は
、

途
中
で
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
て
車
列
を
離

れ
、
警
察
官
の
乗
る
先
駆
車
が
以
後
横
浜
ま

で
先
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
神
奈
川
県

警
察
史
』
下
巻
）。

沿
道
に
は
、
警
備
す
る
警
官
や
小
銃
を

持
っ
た
憲
兵
が
並
ん
で
い
た
。
こ
れ
を
見

た
米
軍
士
官
の
指
示
で
、
憲
兵
は
後
ろ
向

き
に
廻
り
右
を
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
（『
神

奈
川
県
警
察
史
』
下
巻
）。
一
般
の
日
本
人

は
、
ほ
と
ん
ど
沿
道
に
出
て
い
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
米
軍
側
は
、
い
つ
「
キ
リ
コ
ミ
」
や
、

銃
の
発
砲
が
あ
る
か
と
緊
張
し
、
警
備
に
当

た
る
士
官
や
兵
士
は
臨
戦
態
勢
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
先
の
パ
ン
ク
以
外
何
事
も
な
く

車
列
は
横
浜
に
入
り
、
国
道
一
号
か
ら
桜
木

町
駅
前
を
通
っ
て
海
岸
通
り
に
入
り
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
到
着
し
た
。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
、
三
一
五
号
室
に
入
り
、
以

後
九
月
二
日
ま
で
三
一
六
号
室
・
三
一
七
号

厚木飛行場に降り立ったマッカーサーは記者団に取り囲まれた
　1945年8月30日　　　　　　　　（米国国立公文書館所蔵）
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る
予
定
の
三
種
の
布
告
文
を
提
示
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
一
切
の
権
能
は
連
合

国
軍
最
高
司
令
官
の
権
力
下
に
行
使
さ
れ
、

そ
の
間
英
語
を
公
用
語
と
す
る
、
占
領
政
策

に
違
反
し
た
者
は
軍
事
裁
判
で
裁
か
れ
る
、

軍
票
を
使
用
す
る
、
と
い
っ
た
直
接
軍
政
を

意
味
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
日
本
側
の
必
死

の
働
き
か
け
に
よ
り
、
翌
三
日
に
重
光
外
相

が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
総
司
令
部
で
会
談
し
、

布
告
文
の
公
表
は
中
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

日
本
政
府
に
対
し
て
占
領
政
策
の
実
行
を
命

ず
る
命
令
文
を
発
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
直
接
軍
政
は
、
表
面
的

に
は
後
退
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
二
日
夕
方
五
時
頃
に
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
を
呼
び
、
す

で
に
上
陸
・
進
駐
し
て
い
た
第
一
一
空
挺
師

団
や
海
兵
隊
の
兵
士
に
よ
る
暴
行
事
件
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
こ
の
日
か
ら
、マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
宿
舎
を
山
手
の
マ
イ
ヤ
ー
邸
に

移
し
た
。
降
伏
調
印
式
出
席
か
ら
鎌
倉
行
き
、

夕
方
に
は
横
浜
に
戻
り
、
宿
舎
を
移
す
、
そ

し
て
こ
の
間
に
も
布
告
文
を
め
ぐ
る
日
米
の

交
渉
が
あ
り
、
そ
の
報
告
も
受
け
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
と
っ
て
、
あ
わ

た
だ
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

四
日
・
五
日
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
動
静

は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
総
司
令
部
の
東
京
移
転
の
準
備
は

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。
三
日
に
は
、マ
ー

シ
ャ
ル
が
東
京
に
入
り
、
米
国
大
使
館
や
帝

国
ホ
テ
ル
な
ど
を
検
分
し
て
い
る
（『
読
売

報
知
』
九
月
四
日
）。

米
軍
部
隊
も
続
々
上
陸
・
進
駐
し
、
横
浜

配
慮
に
よ
っ
て
、
翌
日
の
降
伏
調
印

式
に
出
席
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

翌
二
日
早
朝
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を

は
じ
め
連
合
国
の
代
表
ら
は
、
大

桟
橋
か
ら
駆
逐
艦
に
乗
っ
て
浦
賀
沖

に
停
泊
す
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
に
向
か

う
。
日
本
側
代
表
の
重
光
葵
外
相
と

梅
津
美
治
郎
参
謀
総
長
ら
も
、
米
軍

差
し
向
け
の
駆
逐
艦
で
ミ
ズ
ー
リ
に

向
か
っ
た
。
調
印
式
は
九
時
過
ぎ
に

始
ま
り
、
二
〇
分
ほ
ど
で
終
了
し
た
。

ミ
ズ
ー
リ
艦
上
の
式
典
会
場
に
は
、

か
つ
て
ペ
リ
ー
艦
隊
の
旗
艦
が
掲
げ

て
い
た
星
条
旗
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

短
い
式
典
だ
っ
た
が
、
象
徴
的
な
演

出
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
こ
の
日
の
午
後
三
時

頃
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
を
訪
れ
た
と
い
う

報
道
が
あ
る
。『
読
売
報
知
』
だ
け
が
、
し

か
も
一
八
日
に
な
っ
て
報
じ
た
も
の
だ
が
、

宮
司
の
証
言
な
ど
も
あ
り
、
事
実
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

占
領
方
針

こ
の
間
に
横
浜
港
大
桟
橋
で
は
、
一
一
時

頃
か
ら
第
一
騎
兵
師
団
の
上
陸
が
始
ま
っ

た
。
先
に
横
浜
に
入
っ
て
い
た
第
一
一
空
挺

師
団
の
軍
楽
隊
が
、
こ
れ
を
出
迎
え
た
。
上

陸
後
の
第
一
騎
兵
師
団
は
相
模
原
に
集
結
し

た
後
、
東
京
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
こ
の
日
の
夕
方
に
は
、
重
要
な
動

き
が
あ
っ
た
。
横
浜
終
戦
連
絡
委
員
会
の

鈴
木
九
万
が
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
副
長
に
呼
ば

れ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
名
で
日
本
国
民
に
発
す

が
設
け
ら
れ
、
第
一
一
空
挺
師
団
の
兵
士
が

警
戒
に
当
た
っ
た
。

こ
の
間
、
上
陸
予
定
の
大
桟
橋
の
整
備
や

通
信
線
の
敷
設
な
ど
、
米
軍
は
着
々
と
設
営
・

準
備
を
進
め
て
い
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
三
一
日
朝
に
総
司
令
部

に
入
り
、
本
格
的
に
業
務
を
開
始
し
た
（『
読

売
報
知
』
九
月
一
日
）。
こ
の
日
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
で
き
る
だ
け
早
く
東
京
へ
移
動

し
、
夫
人
と
息
子
を
呼
び
寄
せ
た
い
と
、
ア

イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
に
語
っ
た
と
い
う
（
児
島

襄
『
日
本
占
領
』
第
一
巻
、
文
藝
春
秋
社
、

一
九
七
八
年
）。
三
一
日
発
の
外
電
は
、
近

く
総
司
令
部
が
東
京
の
米
国
大
使
館
に
移
る

と
い
う
観
測
を
報
じ
て
い
た
。
九
月
一
日

に
は
、
共
に
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
い

た
パ
ー
シ
バ
ル
将
軍
と
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
将
軍

が
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
入
る
（『
読

売
報
知
』
九
月
二
日
）。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

室
と
あ
わ
せ
て
三
室
を
居
室
と
し
た
。
実

は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
に
泊
ま
る
の
は
二
度
目
で
あ
っ
た
。

一
九
三
七
年
に
、
夫
人
と
共
に
宿
泊
し
て
い

た
の
で
あ
る
（
白
土
秀
次
『
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
五
〇
年
史
』
一
九
七
七
年
）。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
自
身
が
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
て

い
た
様
子
は
、
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
は
た
ち
ま
ち
、

満
杯
と
な
っ
た
。
総
司
令
部
や
第
八
軍
の
関

係
者
に
加
え
て
、
従
軍
記
者
も
含
ま
れ
て
い

た
。
記
者
の
な
か
に
は
、
三
〇
日
に
早
速
東

京
入
り
を
果
た
し
た
者
も
い
る
（『
読
売
報

知
』
八
月
三
一
日
）。
一
般
兵
士
は
、
当
初

山
下
公
園
に
幕
営
し
た
ら
し
い
（『
読
売
報

知
』
九
月
一
日
）。
こ
の
日
か
ら
、
大
岡
川
・

派
大
岡
川
・
堀
川
に
囲
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
関

内
」
区
域
が
、
米
軍
の
警
戒
領
域
と
な
り
、

弁
天
橋
・
港
橋
・
前
田
橋
な
ど
各
橋
に
検
問 降伏調印式に向かうためホテルニューグランド前でリンカーンに

乗り込むマッカーサー　1945年9月2日
横浜の空襲と戦災関連資料（原島真一氏提供）

戦艦ミズーリ艦上の降伏調印式で演説するマッカーサー　背後
にペリー艦隊の星条旗が見える
　1945年9月2日　　　　 　　　　（米国国立公文書館所蔵）
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●横浜憲兵隊の創設 ●横浜のマッカーサー

市
内
駐
屯
の
部
隊
は
、
九
月
五
日
現
在
の
警

察
調
べ
に
よ
る
と
、
関
内
の
他
軍
需
工
場
や

旧
軍
施
設
を
中
心
に
二
万
四
九
〇
一
人
に
達

し
た
と
い
う
（『
神
奈
川
県
警
察
史
』
下
）。

こ
の
後
も
、
横
浜
は
米
軍
部
隊
の
上
陸
・
移

動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

八
日
に
第
一
騎
兵
師
団
が
東
京
に
進
駐
す

る
こ
と
が
、
発
表
さ
れ
た
（『
読
売
報
知
』

九
月
六
日
・
七
日
）。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
、

八
日
に
東
京
入
り
し
て
米
国
大
使
館
で
の
国

旗
掲
揚
式
に
の
ぞ
む
予
定
で
あ
っ
た
。
ア
イ

ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
六
日
夕
方
に

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
っ
て
こ
の
件
の
相
談
を

し
、
翌
七
日
に
は
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
自
身

が
東
京
視
察
を
行
い
、
そ
の
夕
方
に
再
び
式

典
の
打
合
せ
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
行
っ
た
と

い
う
。

八
日
朝
八
時
、
第
一
騎
兵
師
団
の
本
隊
は

相
模
原
を
出
発
し
、
八
王
子
・
府
中
・
調
布

を
通
過
し
て
東
京
に
入
る
（『
相
模
原
市
史

　

現
代
資
料
編
』
相
模
原
市
、二
〇
〇
八
年
）。

東
京
市
域
と
の
境
に
さ
し
か
か
る
と
、
師
団

長
チ
ェ
イ
ス
少
将
以
下
、
所
属
各
部
隊
を
代

表
す
る
古
参
兵
が
車
両
を
降
り
て
、
徒
歩
で

行
進
し
て
東
京
市
に
入
る
と
い
う
演
出
が
な

さ
れ
た
（
米
第
八
軍
「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
モ
ノ
グ
ラ
フ
」）。

一
方
、
こ
の
朝
横
浜
か
ら
は
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
車
に
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
と
ハ
ル

ゼ
イ
提
督
が
同
乗
し
て
東
京
に
向
か
っ
た
。

一
一
時
過
ぎ
に
米
国
大
使
館
に
到
着
し
、
国

旗
掲
揚
の
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
星

条
旗
は
、
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
の
日
に
、
米

国
議
会
議
事
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
だ

と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
模
様
は
米
国
本
土
に

ラ
ジ
オ
中
継
さ
れ
た
。
米
国
の
勝
利
の
象
徴

的
な
場
面
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ら
は
大
使

館
内
を
視
察
し
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
昼

食
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
一
生
命

ビ
ル
を
視
察
し
て
横
浜
に
戻
る
（『
朝

日
新
聞
』
九
月
九
日
）。
横
浜
に
到

着
し
た
の
は
、
午
後
三
時
頃
で
あ
っ

た
。
翌
日
、
総
司
令
部
用
に
第
一
生

命
ビ
ル
を
明
け
渡
す
よ
う
指
示
が
出

さ
れ
る
。

東
京
移
転

九
日
、
日
本
管
理
方
針
に
関
す
る

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
が
発
表
さ
れ

た
（『
朝
日
新
聞
』『
読
売
報
知
』
九

月
一
一
日
）。
占
領
の
目
的
は
「
軍

国
主
義
お
よ
び
軍
国
主
義
的
国
家
主
義
の
根

絶
」と「
自
由
主
義
的
傾
向
」の
助
長
に
あ
り
、

日
本
国
民
に
対
し
「
不
当
な
る
干
渉
」
を
す

る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
内
容
の
声
明
で

あ
っ
た
。

一
方
、
一
〇
日
に
は
日
本
の
新
聞
・
ラ
ジ

オ
に
対
す
る
検
閲
が
始
ま
り
、
東
条
英
機

以
下
戦
犯
容
疑
者
の
逮
捕
命
令
が
出
さ
れ

た
（『
読
売
報
知
』
九
月
一
二
日
）。
東
条
は
、

一
一
日
夕
方
、
逮
捕
前
に
拳
銃
で
自
殺
を
図

る
。
重
傷
を
負
っ
た
東
条
は
、
横
浜
本
牧
の

大
鳥
小
学
校
を
接
収
し
た
米
軍
の
野
戦
病
院

に
収
容
さ
れ
、治
療
を
受
け
た
（『
読
売
報
知
』

九
月
一
三
日
）。

戦
犯
逮
捕
の
動
き
に
慌
て
た
日
本
側
は
、

三
布
告
の
際
と
同
様
に
こ
れ
を
い
っ
た
ん
中

止
さ
せ
、
日
本
側
で
自
主
裁
判
を
行
う
こ
と

を
望
ん
だ
。
再
び
重
光
外
相
が
交
渉
を
始

め
る
と
共
に
、
近
衛
文
麿
国
務
相
は
一
三
日

午
後
五
時
に
横
浜
の
総
司
令
部
で
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
会
談
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
九
月

一
五
日
）。
さ
ら
に
一
五
日
に
は
、
東
久
邇

宮
首
相
自
ら
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
談
す
る

（『
読
売
報
知
』
九
月
一
七
日
）
が
、
交
渉
は

不
調
に
終
わ
り
、
や
が
て
東
久
邇
宮
内
閣
は

退
陣
に
追
い
込
ま
れ
る
。

本
国
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策

が
手
ぬ
る
い
と
い
う
批
判
が
巻
き
起
こ
っ
て

い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
間
に

逮
捕
さ
れ
た
戦
犯
は
、
横
浜
刑
務
所
に
収
容

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
直
接
軍
政
は
表
面
的
に
は

後
退
し
た
と
は
い
え
、
日
本
に
対
す
る
厳
し

い
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
姿
勢
は
、
東
京
移
転
に
も
現
れ
て
い

た
。
一
七
日
に
総
司
令
部
は
東
京
の
第
一
生

命
ビ
ル
に
移
動
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
東
京

の
米
国
大
使
館
に
宿
舎
を
移
す
。
そ
の
後
、

総
司
令
部
の
組
織
・
態
勢
を
整
え
て
連
合
国

軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ
）
が
正
式
に
発
足
す
る
の
は
、
一
〇
月

二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
東
京
に
移
る

前
の
日
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
は
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
会
っ
て
、
占
領
政
策
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
い
ず
れ
第
八
軍
が
日
本
全
国
の
軍
政

を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

近
々
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
と
子
息
が
来
日
す

る
予
定
な
の
で
、
そ
の
出
迎
え
を
依
頼
さ
れ

る
。
一
九
日
午
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
と

子
息
が
厚
木
飛
行
場
に
到
着
し
た
。
ア
イ

ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
は
、
横
浜
郊
外
で
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
を
迎
え
て
か
ら
厚
木
に
向
か
い
、
厚
木

で
家
族
が
合
流
し
た
後
、
さ
ら
に
東
京
ま
で

一
行
を
送
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
横
浜
周

辺
で
の
足
跡
は
、
こ
れ
が
最
後
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
横
浜
を

去
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
横
浜
に
滞
在
し

た
一
九
日
間
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」
の
態

勢
は
未
確
立
で
、
占
領
政
策
も
手
探
り
状
態

で
あ
っ
た
が
、
横
浜
は
占
領
当
初
に
米
軍
と

日
本
側
が
接
触
す
る
場
と
な
り
、
そ
の
後
の

占
領
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
て
い

く
舞
台
と
も
な
っ
た
。
横
浜
は
、
単
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
一
時
的
な
滞
在
地
に
留
ま
ら

ず
、
日
本
の
戦
後
史
に
お
い
て
初
期
の
日
米

交
渉
の
場
と
な
り
、
占
領
軍
の
態
勢
を
確
立

し
て
い
く
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

（
羽
田
博
昭
）

米国大使館での国旗掲揚式におけるマッカーサーとアイケルバーガー
（右）　1945年9月8日　　　　　　　　（米国国立公文書館所蔵）




